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○土浦市水道事業給水条例施行規程 

平成10年３月31日水道規程第１号 

改正 

平成14年12月27日水道規程第３号 

平成17年３月30日水道規程第３号 

平成19年３月30日水道規程第５号 

平成23年２月１日水道規程第１号 

平成29年４月１日水道規程第１号 

土浦市水道事業給水条例施行規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は，土浦市水道事業給水条例（平成10年土浦市条例第12号。以下「条例」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（給水装置及び附属用具） 

第２条 給水装置は，給水管並びにこれに直結する分水栓，止水栓及び給水栓をもって構成するも

のとする。 

２ 給水装置には，止水栓筐(きよう)，水道メーター，メーターボックスその他の附属用具を備え

なければならない。 

（給水管の口径） 

第３条 給水管の口径は，給水装置の所要水量，給水栓の同時使用率その他の事情を考慮して定め

るものとする。 

（受水槽の設置） 

第４条 一時に多量の水を使用する箇所その他市長が必要と認める箇所には，受水槽を設置しなけ

ればならない。ただし，事前に協議を行い，市長の承認を受けた場合は，この限りでない。 

（危険防止の措置） 

第５条 給水装置は，逆流を防止することができ，かつ，停滞水を生じさせるおそれのない構造で

なければならない。 

２ 給水管は，市の水道以外の水管その他水が汚染されるおそれのある管又は水に衝撃作用を生じ

させるおそれのある用具若しくは機械と直結させてはならない。 

３ 給水管の中に停滞空気が生ずるおそれのある箇所には，これを排除する装置を設けなければな

らない。 
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（給水管防護の措置） 

第６条 開きょを横断して給水管を配管するときは，当該開きょの下に配管することとし，やむを

得ない理由のため他の方法によるときは，給水管防護の措置を講じなければならない。 

２ 軌道下その他電しょく又は衝撃のおそれのある箇所に給水管を配管するときは，給水管防護の

措置を講じなければならない。 

３ 凍結のおそれのある箇所に給水管を配管するときは，露出又は隠ぺいにかかわらず防寒装置を

施さなければならない。 

（給水装置工事の申込み等） 

第７条 条例第５条の規定による給水装置の新設，改造，修繕又は撤去（以下「給水装置工事」と

いう。）の承認を受けようとする者（以下「申込者」という。）は，給水装置工事申込書（様式

第１号）を市長に提出しなければならない。 

（工事の設計審査手続等） 

第８条 水道法（昭和32年法律第177号。以下「法」という。）第16条の２第１項の規定により市長

の指定した指定給水装置工事事業者が行う給水装置の工事の設計審査及び竣(しゆん)工検査の手

続については，土浦市指定給水装置工事事業者規程（平成10年土浦市水道規程第２号）に定める

ところによる。 

（受水槽以下の装置の設計図等の提出） 

第９条 受水槽以下の装置について，市長が設計図その他必要な書類の提出を求めたときは，これ

に応じなければならない。 

（給水装置の新設等の申込みの取り消し） 

第10条 申込者は，給水装置の新設等の申込みを取り消ししようとするときは，直ちにその旨を市

長に届け出なければならない。 

（給水の申込み） 

第11条 条例第13条の規定により水道を使用しようとする者は，その使用開始前日までに水道使用

開始・変更・中止届出書（様式第２号）を提出しなければならない。 

（代理人の届出） 

第12条 条例第14条の規定による代理人の選任の届出は，代理人選任届出書（様式第３号）によっ

て行わなければならない。 

（管理人の届出） 

第13条 条例第15条の規定による管理人の選定の届出は，管理人選定届出書（様式第４号）によっ
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て行わなければならない。 

（標識の掲示） 

第14条 水道の使用者は，市が交付する標識（様式第５号）を門戸等の見やすい場所に掲示し，又

はメーターボックスの蓋の内側に油性のインク，塗料等により黒色で水栓番号を記入しなければ

ならない。 

（水道の使用取りやめ，変更等の届出） 

第15条 条例第18条第１項各号の規定による届出は，次の各号の定めるところによって行わなけれ

ばならない。 

(１) 水道の使用をやめ，又は用途を変更するとき。 水道使用開始・変更・中止届出書 

(２) 消防の演習に私設消火栓を使用するとき。 私設消火栓演習使用届出書（様式第７号） 

２ 条例第18条第２項各号の規定による届出は，次の各号の定めるところによって行わなければな

らない。 

(１) 水道の使用者の氏名又は住所に変更があったとき。 水道使用開始・変更・中止届出書 

(２) 給水装置の所有者に変更があったとき。 給水装置所有者変更届出書（様式第８号） 

(３) 消防用として水道を使用したとき。 ／私設消防栓／水道消防／使用届出書（様式第９号） 

(４) 管理人に変更があったとき，又はその住所に変更があったとき。 管理人変更等届出書（様

式第10号） 

（給水装置及び水質の検査請求等） 

第16条 条例第21条第１項の規定による給水装置又は水質の検査の請求は，／給水装置／水道水質

／検査請求書（様式第11号）によるものとする。 

（定例日の設定及び変更） 

第17条 条例第24条に規定する定例日は，点検戸数分散度，点検能力等を考慮して定める。定例日

の変更についても，また同様とする。 

２ 日曜日，休日，雨天等のため既定の定例日に点検することができないときは，一時その定例日

を変更することができる。 

（使用水量の認定） 

第18条 条例第25条の規定による使用水量の認定は，直前３月間における使用水量その他の事実を

考慮して算定し，これにより難いときは，見積量による。 

（概算料金の算定） 

第19条 条例第27条に規定する概算料金は，その用途，規模，使用期間その他の事情を考慮して使
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用水量を推定し，その料率を定めて算定する。 

（立入検査の身分証明書） 

第20条 法第17条第２項に規定する給水装置の検査に従事する職員の身分証明書の様式は，立入検

査証（様式第12号）とする。 

（簡易専用水道等以外の貯水槽水道の管理等） 

第21条 条例第37条第３項の規定により，簡易専用水道及び小簡易専用水道以外の貯水槽水道の設

置者が行うべき管理及び管理の状況に関する検査は，茨城県安全な飲料水の確保に関する条例施

行規則（昭和55年茨城県規則第74号）第16条及び第17条の例により行うものとする。 

（補則） 

第22条 この規程に定めるもののほか必要な事項は，別に定める。 

付 則 

（施行期日） 

１ この規程は，平成10年４月１日から施行する。 

（水道メーターの戸別検針等の業務の特例に関する規程の一部改正） 

２ 水道メーターの戸別検針等の業務の特例に関する規程（昭和54年土浦市水道規程第２号）の一

部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

付 則（平成14年12月27日水道規程第３号） 

この規程は，平成15年４月１日から施行する。 

付 則（平成17年３月30日水道規程第３号） 

この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

付 則（平成19年３月30日水道規程第５号） 

この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

付 則（平成23年２月１日水道規程第１号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

付 則（平成29年４月１日水道規程第１号） 

（施行期日） 

１ この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ この規程による改正後の土浦市水道事業給水条例施行規程様式第２号は，この規程の施行の日
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前においても，用いることができる。 
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様式第６号 削除 
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